
実験廃棄物処理についての心がまえ

広報担当の方より,廃棄物処理に関する啓蒙的な

記事を書 〈ようにとの依頼を受けました。小生,こ

の方面の専門家ではありませんが,全学環境安全委

員会に出席 していることでもあり,か断りもできず ,

知つている範囲でしたためる次第です。

本年 5月 25日 ,国会で下水道法の改正が通り,許

容以上の有害廃水を公共下水道に排出したものには ,

懲役または罰金が課せられることになりました。勿

論,大学 も夕り でヽはな〈,その前1/Cは ,改善命令 ,

業務停止処分があると思いますが,研究を一時停止

せねばならぬ事態も予想されます。

現在,この対応策が全学委員会で議論されていま

すが ,理学部 も含め,本郷キャンパスの下水道は他

学部と非常に入りくんでいる個所が多く,難 しい問

題になつています。

周知の ように,本学では環境安全センターが設置

され,「環境安全指針」が本年 4月 に刊行されまし

た。大学にかける実験廃棄物は多岐にわたり,こ れ

らが混合 しますと処理が不可能 となります。そのた

め,研究者自らが,実験の折に,適切に処理 して,

安易に下水道に流さないことが義務 となるわけで ,

これらの処理法は「指針」に詳し〈述べられてあり

ます。

廃溶媒 lFCついては,廃油 ,非ハログン系,含ハロ

グン系廃溶媒 (いずれも硫黄分を含まないことが条

件 )に 分別 し,全学的に年に 2回位集めて ,外部に

処理を依頼 しております。その他の実験廃液,有害

固型燒棄物については,現在のところ,各研究者の

もとにためておくことになっています。現在 ,固型

廃棄物を除 〈ものについて全学的に処理 できる設備

を概算要求中ですので, もう少 し御辛抱いただきた

いと思います。

昨秋より,環境安全センターの業務の一つとして ,

年に 2回位,全学の適当なマンホー‐ルを選んで,廃

水の分析を行なつてかりますが,理学部関係でも,

一部で,あ る重金属やヘキサン抽出分 (油脂 ,鉱油

稲 本 直 樹 (化学 )

など )が許容量をこえております。幸か不幸か,弥

生門付近の都下水道への接続点では,生活廃水でか

なりうすめられていますので,ヘ キサン抽出分以外

は,許容量を越えているものはそれ程はないようで

す。しかし,総量規市1に なりますと問題になります。

重金属については,古 くから下水道中に堆積してい

るものが少しずつ溶けてくる可能性もあり,今後の

データの変化をみる必要があります。

これは聞いた話ですが,あ る工場の排出口で急に

水銀の量が上昇したので,調査した所,一本の水銀

温度計が実験中に破損し,この水銀が流出したため

とわかつたそうです。したがつて,器具が破損して

も,有害物力流 出しないよう,細心の注意を払う必

要もあります。

本郷キャンパスには古い下水道が多〈,一つの意

見として,生活廃水と実験廃水を分離して各部局別

に整理したらというのがありますが,膨大な予算が

かかるうえに,広大な処理用プールとその経常費が

必要となります。要するに,発生の原点で適切な処

理をするのが最も現実的であります6

最近,理科系学部の立川移転が話題になっており

ますが,新 しい場所 1/Cいけば,今まで以上に環境を

保全することが要求されます。立川移転が実現して

も,やはり,研究者自らが適切な前処理をし,その

後,それらを分別して一括処理することになると考

えられます。

固型廃棄物については,現在の所,環境安全セン

ターもお手上げで,ためてかく以外に方法はなさそ

うです。コンクリー トで固める方法があるそうです

が,費用がかなりかかります。将来,も つと手軽に

不溶化する方法を検討する予定だそうですが,いつ

のことかはわかりません。

以上,本学にかける実験廃棄物処理の現状を述べ,

各研究者,学生諸君の御協力をお願いする次第であ

ります。

最後に,「指針」の申込が,理学部は少ないよう
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